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剣淵町公式ＬＩＮＥアカウント 

友だち 
募集中 

＠kembuchi-ehon 

剣淵町のお役立ち情報発信中！登録してね！ 

●現在利用できる主な機能 

 施設予約：町民センター等の使用申請が可能！ 

 ご  み：収集日の通知や分別方法が検索できます！ 

 申  請：水道の開閉栓の申請が可能です。 

 ：道路の破損報告やまちづくりへのご意見が 

ＬＩＮＥでできます！ 

 ：利用予約がＬＩＮＥでできます！ぜひ、ご

利用ください！※事前に登録が必要です。

詳細は広報４月号をご参照ください。 

 検診予約：がん検診の予約が可能です！ 

●今後の予定 

 マイナンバーカードを活用した機能を追加予定です！ 

教育相談室だより 
令和７年７月８日 
剣淵町教育委員会 
教育課学校教育係 

 

令和７年度 剣淵町いじめ等対策連絡協議会を開催 
学校教育指導員 鈴木 貴之 

 
本年度第１回目となる「剣淵町いじめ等対策連絡協議会」を、７月

７日（月）に町民センター大会議室で開催しました。協議会ではメン

バーも新たに、全国的ないじめの状況や各学校でのいじめ防止の取組

について意見交流がなされました。 

全国的に見てもいじめ認知数は増加の一途で、その中でも自殺や被

害者が長期休業を余儀なくされる重大事態に発展する事例も数多く

存在し、ここ剣淵でも他人事として傍観していられる状況ではありま

せん。 

協議会では警察なども加えた関係者間の連携をより密にしながら、

「いじめは絶対に許されない」ことを子どもたちと共有し、いじめ防

止の取組を更に前進させていくことを確認しました。 

令和７年度委員 ※敬称略 

 職   名 氏   名 

1 剣淵小校長 宮本 貴弘 

2 剣淵中校長 澤田 克之 

3 剣淵高校長 黒田 祥嗣 

4 剣淵小PTA会長 小野寺 徹 

5 剣淵中PTA会長 櫻井 憲太 

6 剣淵高PTA会長 阪口 満春 

7 剣淵駐在所長 大串 和己 

8 人権擁護委員 天野 町子 

9 健康福祉課長兼 

子ども家庭G長 
板東 雅史 

10 スクールソーシャルワーカー  大友 愛美 

 

【全国のいじめの状況】 (※令和５年度集計より) 

教育委員会では教育委員会内に

「教育相談室」を設置しています。 

また、各学校に専門員（スクールカ

ウンセラー等）を配置し、児童・生徒

や保護者の相談に対応しています。 

 令和５年度いじめ認知件数 約７３万件・・・過去最多 

(内訳)小学校～約59万件、中学校～約12万件、高校～約２万件 

学年別認知件数 最多は小学校２年生(約11万6千件) 

以下小３、小１、小４、小５、小６、中１、中２、中３、高１、高２、高３ 

※高学年・中高生の認知件数が少ないのは、年齢が上がるにつ
れていじめを隠れて行う傾向があり、認知されにくい可能性
があります。 

いじめの解消率 令和５年度末で約56万８千件(解消率77.5％) 

※学校が初期段階でいじめを認知し、早期対応を行ったことや
学校いじめ対策組織等で、組織的対応を行った結果と見られ
ています。 

いじめの重大事態発生件数1,306件(小学548件、中学491件、高
校259件、特別支援学校８件) 

「いじめの重大事態とは・・」 

第１号～児童生徒に生命・心身・財産に重大な被害が生じた 

第２号～児童生徒が相当の期間、学校を休むことを余儀なく  
された 

 剣淵町各校独自のいじめ対策について(※取組の一部を抜粋) 
小学校 
①「チーム剣小」「いじめ防止及び不登校・問題行動対策委員会」に

よる早期対応 
②児童生徒が主体的に参画した特別活動の取組(小中高連携教育推進協

議会) 
中学校 
①いじめ防止・不登校対策委員会等の開催による組織的取組 
②生徒会活動による「いじめ撲滅集会」「ありがとうチャレンジ」 

(誰に対しても思いやりや感謝の気持ちを伝える。) 
③道徳教育の充実(助産師やスクールカウンセラー等の授業等) 
高校 
①いじめ対策委員会を中心とする組織的な未然防止・早期発見 
②教育相談の充実(個別面談・寮生面談等) 
③特別活動・道徳教育の充実(ボランティア活動等) 


